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新 発 売！ 
『肉牛用完全配合飼料』の人気驚異的 

低蛋白、高カロリーで栄養のバランスは理想的、新しい時代の要求に応じた肉牛専門飼料。 

 

『肉牛用完全配合飼料』についての所感 
 

和牛肥育試験 

≪考察≫ 

素牛性別：牝生年月

日：昭和 35年 10月 

産地：三徳塾  産

歴：２産 

体重 332.5kg 

出荷体重 491kg 

肥育期間  180 日 

増体量 158.5 

１日当増体量 0.9kg 

飼料効率＝濃厚飼料

量／増体量＝5.68 

 

  

都窪郡清音村農協中塚豊三氏 

■肉牛の嗜好がよく、肥育の初期から末期に至るまで食い疲れもなく、利用し易いこと。 

■慣習の濃厚飼料においては、胃腸障害及び肥育末期の食込が悪いために、飼料の無駄があったが、この『肉

配』になってこの心配がなくなりました。 

■したがって１日当りの増体量も驚異的の成績が出ています。去勢牛の短期肥育で短期（15 日）の体重測定

において 4.5kg（1,200貫）にも増体した牛もありました。数頭の出荷牛の平均は 1,280kg（340匁）でした。 

■慣習による飼料では、生体において肉付が目立たなかったが、この『肉配』の利用により『背のり』が早く

来るように思います。 

■当『肉配』は、低蛋白、高カロリーの配合であるため、これまでの様に大豆粕を相当配合していた時に比較

して、肉牛の生理状態がよく飼料の無駄がなく飼料費が極度に安価になりました。 

■この肉配を練飼いにするよりも、粉末そのままで与える方が嗜好もよく、飼料ロスも少ないと思います。 

 

勝田郡勝加茂農協安井楠雄氏 

■この専門配合飼料は、○価格が安く、○牛もよく好んで喰うので人気が非常によろしい。 

■この飼料を使用した牛は、一見して判る程、牛の肥育状態（背肉、上のり）もよく、肉業者も好んで買う現

況です。 

結果（三徳塾）抜粋 

（１）日本興油工業水島工

場の製造に関する「和牛肥

育用肉牛完全配合飼料」は

給与試験期間を通じて、牛

の嗜好性高く、消化生理上

の問題点もなく、特に注意

すべき点から見られなか

った。 

（２）増体成績からみて、

充分経済的飼料であるこ

とがうかがわれる。 

 



岡山畜産便り 1964.06 

 本会においては、よい餌を、より安くをモットーに畜産経営の合理化のため鋭意努力致しています。専門飼

料に、『“和牛子牛配合飼料”、“乳牛用水島２～４号”』がありますのでご検討、ご愛用願います。 

 

 本県では、将来の豚肉需要に対応するために、豚の飼養頭数を昭和 40年には、60,000頭に、45年には 80,000

頭にする必要がある。なお、養豚経営の合理化と豚肉生産の向上を期するため、将来の種豚はランドレースを

主体にし、肉豚は、ランドレース及びその一代雑種を重点とする計画である。 

 種豚のランドレースを計画的に繁殖する為県営指定種豚場を 15 ヵ所設置し、これを中心にした地区指定種

豚場を 100ヵ所程度設置し農協を中心とした養豚団地の造成を目指している。 

 

ランドレースの普及について 
これからの養豚経営は、ランドレースを中心にした一代雑種を主体にした方向になる!! 

 


